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状
況
を
整
理
し
よ
う（
１
）。
蘆
谷
蘆
村
の
キ
リ
ス
ト
教
童
話
『
ふ
し
ぎ
な
麦
束
』（
一
九

二
四
）
に
収
斂
す
る
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
建
立
説
話
は（
２
）、

十
九
世
紀
前
半
以
降
の
文
献

の
み
に
初
め
て
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
マ
ル
チ
ー
ヌ
『
東
方
紀
行
』（
一
八
三

五（
（
（

）、
コ
ス
タ
『
イ
ス
ラ
エ
ル
の
希
望
』（
一
八
五
一（
４
））、
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
『
母
の
説

話
』（
一
八
八
一
）
で
あ
る（
５
）。
い
ず
れ
も
「
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
は
二
人
兄
弟
の
麦
畑
に

建
立
さ
れ
た
」
と
説
く
こ
と
に
相
違
は
な
い
。

た
だ
し
、
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
伝
え
る
説
話
は
ソ
ロ
モ
ン
王
を
主
役
、
兄
弟
を
脇

役
と
す
る
が
、
コ
ス
タ
の
ユ
ダ
ヤ
教
童
話
と
ラ
マ
ル
チ
ー
ヌ
の
中
東
旅
行
記
に
誌
す

「
ア
ラ
ブ
人
の
作
り
話
か
言
い
伝
え
」
に
ソ
ロ
モ
ン
王
は
登
場
せ
ず
、
兄
弟
の
み
を
主

役
と
す
る
。

か
つ
て
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
（
一
九
〇
九
）
の
提
唱
し
た
ロ
シ
ア
東
欧
ユ
ダ
ヤ
民
間
起

源
説
は
不
備
を
批
判
さ
れ
、
只
今
の
研
究
は
シ
ャ
イ
バ
ー
（
一
九
五
三
）
の
提
案
し

た
中
東
ア
ラ
ブ
民
間
起
源
説
を
主
流
と
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
中
東
ア
ラ
ブ
民
間
起
源
説
に
し
て
も
所
詮
は
フ
ラ
ン
ス
人
ラ
マ
ル

チ
ー
ヌ
た
だ
独
り
の
証
言
を
根
拠
と
す
る
わ
け
で
、
実
は
ユ
ダ
ヤ
人
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ

ハ
母
子
の
証
言
の
み
に
依
拠
す
る
ロ
シ
ア
東
欧
ユ
ダ
ヤ
民
間
起
源
説
と
同
程
度
に
、

決
め
手
を
欠
く
。
公
平
に
見
て
、
三
者
の
相
関
は
依
然
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
の
不
備
は
、
確
か
に
シ
ャ
イ
バ
ー
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
ラ
マ
ル

チ
ー
ヌ
の
誌
す
「
ア
ラ
ブ
人
の
作
り
話
か
言
い
伝
え
」
を
看
過
し
て
性
急
に
説
話
の

発
祥
地
を
ユ
ダ
ヤ
文
化
圏
内
に
求
め
た
こ
と
で
あ
る（
６
）。

が
、
そ
れ
よ
り
も
大
き
な
問

題
は
、
む
し
ろ
コ
ス
タ
と
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
相
違
自
体
を
充
分
に
吟
味
し
な
い
ま

ま
「
ソ
ロ
モ
ン
の
偉
業
」
と
し
て
折
衷
し
た
う
え
で
、「
こ
の
説
話
は
『
詩
篇
』
一
三

三
・
一
の
講
釈
に
基
づ
く
も
の
と
見
ら
れ
る
」
と
判
断
し
た
こ
と
で
あ
る（
７
）。「
講
釈

（
ミ
ド
ラ
シ
ュ
）」
と
は
ユ
ダ
ヤ
文
学
用
語
で
、
経
典
注
釈
作
法
の
一
を
指
す（
８
）。
私
見

に
よ
れ
ば
、
こ
の
判
断
自
体
に
は
一
理
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
理
由
を
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ

は
説
明
し
な
い
。
結
果
、「
こ
の
説
話
」
の
ユ
ダ
ヤ
起
源
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
シ
ャ

イ
バ
ー
以
降
の
研
究
に
お
い
て
は
真
剣
に
顧
み
ら
れ
な
い
。

こ
こ
に
反
省
す
る
た
め
の
思
考
実
験
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
の
判
断

を
支
持
す
る
よ
う
な
『
詩
篇
』
講
釈
を
試
作
し
て
み
る
。
そ
れ
を
実
際
の
エ
ル
サ
レ

ム
神
殿
建
立
説
話
と
比
較
し
て
誤
差
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
の

判
断
理
由
を
問
い
直
す
と
同
時
に
、
研
究
の
現
状
を
再
考
し
た
い
。

は
じ
め
に
、
一
人
の
学
者
先
生
を
想
像
し
よ
う
。
博
識
だ
が
、
経
典
の
無
謬
と
伝

承
の
正
統
を
堅
く
信
じ
て
疑
わ
な
い（
９
）。

こ
の
人
は
、『
詩
篇
』
を
如
何
に
講
釈
す
る
か
。

旧
約
聖
書
の
『
詩
篇
』
一
三
三
番
は
、
詞
書
に
「
ダ
ビ
デ
の
よ
め
る
京み
や
こま

う
で
の

歌う
た

」
と
さ
れ
、「
は
ら
か
ら
相あ
い
む
つ
み睦て

と
も
に
を
る
」
こ
と
の
楽
し
さ
を
「
シ
オ
ン
の

山や
ま

」（
エ
ル
サ
レ
ム
の
美
称
、
神
殿
建
立
地
）
に
降
る
「
ヘ
ル
モ
ン
の
露つ
ゆ

」
に
喩
え
て

誉
め
る
。
全
体
の
調
子
か
ら
し
て
、
祭
礼
の
福
利
と
王
都
の
潤
沢
を
賞
め
讃
え
る
も

の
ら
し
い
。
が
、
こ
こ
で
「
は
ら
か
ら
」
と
は
首
都
中
枢
の
神
殿
に
常
住
す
る
祭
司

団
か
、
境
内
を
賑
わ
す
会
衆
一
同
か
。
ま
た
、「
シ
オ
ン
の
山や
ま

」
す
な
わ
ち
エ
ル
サ
レ

ム
の
丘
陵
に
降
る
露
を
、
四
十
里
ほ
ど
北
の
高
峰
ヘ
ル
モ
ン
の
雪
渓
と
繋
ぐ
視
点
も
、

ソ
ロ
モ
ン
の
偽
装
　
後
篇
・
裁
断

飯

郷

友

康
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遠
大
と
言
う
べ
き
か
、
曖
昧
と
言
う
べ
き
か
。
よ
く
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
何
よ

り
不
可
解
な
文
言
は
、
詞
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
詩
の
作
者
と
さ
れ
る
人
物
は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
統
一
王
朝
を
開
い
た
英
雄
と
し
て
有
名
な
ダ
ビ
デ
だ
が
、
そ
も
そ
も
彼
は
、

こ
の
詩
を
作
り
得
た
か
。
武
略
の
み
な
ら
ず
詩
歌
に
も
秀
で
た
と
伝
え
ら
れ
る
人
で

は
あ
る
の
で
、
資
格
は
申
し
分
な
い
。
問
題
は
、
そ
の
伝
記
と
作
品
の
齟
齬
で
あ
る
。

旧
約
聖
書
『
サ
ム
エ
ル
記
』（
下
、
五

－

七
章
）
に
よ
れ
ば
、
ダ
ビ
デ
は
、
先
住
民

エ
ブ
ス
人
の
城
市
エ
ル
サ
レ
ム
を
攻
め
取
り
、
こ
こ
を
王
都
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
十

二
氏
族
に
君
臨
し
た
。
後
に
、
神
殿
建
立
を
発
起
し
て
予
言
者
ナ
タ
ン
に
諮
る
が
、

古
来
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
は
住
所
を
定
め
ず
人
と
共
に
歩
む
こ
と
を
好
む
と
の
託
宣
を

受
け
、
断
念
す
る
。『
サ
ム
エ
ル
記
』
の
続
篇
『
列
王
記
』（
上
、
二
・
一

－
一
〇
）

に
よ
れ
ば
、
奠
都
三
十
三
年
に
ダ
ビ
デ
は
死
去
。
後
継
ソ
ロ
モ
ン
王
は
、
即
位
四
年

に
神
殿
建
立
を
開
始
、
二
十
年
後
に
完
成
を
祝
い
、
自
ら
奉
献
の
儀
を
司
式
し
た
と

い
う
（
同
、
六

－

八
章
）。
こ
こ
に
初
め
て
エ
ル
サ
レ
ム
は
聖
都
と
な
る
。

右
の
伝
説
を
真
正
の
事
実
と
信
ず
る
な
ら
ば
、
ダ
ビ
デ
本
人
は
神
殿
を
中
心
と
す

る
首
都
の
繁
栄
を
謳
歌
し
得
な
い
の
で
、『
詩
篇
』
の
一
三
三
番
は
贋
作
で
あ
る
。

詩
の
詞
書
を
正
統
の
解
説
と
信
ず
る
な
ら
ば
、『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』
の
伝

説
は
偽
史
で
あ
る
。

が
、
経
典
を
篤
く
敬
う
学
者
先
生
と
し
て
は
、
大
前
提
に
『
詩
篇
』
一
三
三
番
を

ダ
ビ
デ
王
の
真
作
、『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』
を
イ
ス
ラ
エ
ル
正
史
と
す
る
。
三

書
と
も
経
典
で
あ
る
以
上
、
そ
の
言
説
は
全
て
真
実
で
、
虚
偽
を
含
ま
な
い
。
た
だ

し
、
真
実
の
表
現
は
、
言
説
の
内
容
に
よ
り
異
な
る
。
こ
の
場
合
、『
サ
ム
エ
ル
記
』

『
列
王
記
』
は
史
書
で
あ
る
の
で
、
事
実
を
伝
達
す
る
。
そ
こ
に
虚
偽
は
な
い
と
し
て

も
、
事
件
を
叙
述
す
る
上
で
、
多
少
の
省
略
は
あ
り
得
る
。『
詩
篇
』
は
詩
歌
で
あ
る

の
で
、
情
緒
を
伝
達
す
る
。
そ
こ
に
多
少
の
修
辞
は
あ
る
と
し
て
も
、
真
情
を
表
現

す
る
上
で
、
虚
偽
は
な
い
。

さ
て
、『
サ
ム
エ
ル
記
』
に
よ
れ
ば
、
ダ
ビ
デ
王
は
詩
歌
に
優
れ
、
実
際
に
神
殿
建

立
を
切
望
し
た
。
そ
の
真
情
を
、『
詩
篇
』
一
三
三
番
は
写
実
す
る
。
こ
れ
は
、
い
わ

ば
、
ダ
ビ
デ
の
生
前
に
夢
見
た
幻
想
風
景
で
あ
る
。
当
然
、
表
現
の
細
部
は
曖
昧
で
、

全
体
は
実
景
と
異
な
る
。
非
現
実
の
心
象
は
、
過
去
の
事
実
を
伝
え
る
以
前
に
、
未

来
の
理
想
を
先
取
す
る
。
敢
え
て
正
史
に
収
め
る
義
理
は
あ
る
ま
い
。
教
訓
、「
国
土

を
統
べ
る
王
都
の
全
住
民
は
同
胞
と
し
て
共
に
楽
し
く
神
を
祀
り
、
そ
の
幸
福
と
利

益
を
久
し
く
天
下
に
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
」。

こ
の
ダ
ビ
デ
の
詩
に
予
見
さ
れ
た
平
和
の
理
想
国
家
は
、『
列
王
記
』
に
よ
れ
ば
、

ソ
ロ
モ
ン
の
神
殿
建
立
事
業
と
し
て
実
現
す
る
。
勿
論
、
こ
の
詩
に
説
か
れ
た
理
想

は
、
実
現
以
前
に
思
考
し
得
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
度
実
現
し
た
後
も
、
あ
る
い

は
挫
折
し
た
と
し
て
も
、
な
お
意
味
を
失
わ
な
い
。
教
訓
、「
同
胞
の
結
束
、
兄
弟
の

親
睦
を
以
て
神
事
の
成
立
と
見
な
す
べ
し
」。

こ
れ
こ
そ
は
詩
の
真
意
で
あ
り
、
普
遍
の
真
理
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
い
さ
さ
か
怪
し
げ
な
出
来
の
詩
を
、
む
し
ろ
出
来
の
怪
し
さ
ゆ
え
に
、

由
緒
正
し
い
不
朽
の
名
作
と
し
て
評
価
し
た
。
学
生
相
手
の
講
釈
な
ら
ば
、
こ
こ
で

話
を
終
え
て
も
よ
い
。
が
、
史
学
や
文
学
と
は
縁
遠
い
一
般
大
衆
を
相
手
に
講
釈
す

る
場
合
、
ま
わ
り
く
ど
い
理
屈
は
通
用
し
な
い
。
そ
こ
で
、
方
便
に
説
話
を
用
い
る

こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
講
釈
の
理
路
を
筋
書
き
に
応
用
し
て
、
小
噺
の
類
い
を
創

る
の
で
あ
る
。
こ
の
噺
は
、『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』
の
伝
説
と
は
異
な
る
が
、

『
詩
篇
』
一
三
三
番
の
解
説
に
等
し
い
。
も
と
も
と
輪
郭
の
曖
昧
な
詩
歌
の
心
象
風
景

を
、
状
況
設
定
の
明
確
な
物
語
の
形
式
に
改
め
て
説
き
直
す
と
、
正
体
不
明
・
不
特

定
多
数
の
「
は
ら
か
ら
相あ
い
む
つ
み睦て

と
も
に
を
る
」
位
置
の
不
確
か
な
「
シ
オ
ン
の
山や
ま

」

は
、
庶
民
二
人
の
共
有
す
る
神
殿
建
立
予
定
地
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。「
視み

よ 

は
ら

か
ら
相あ
い
む
つ
み睦て

と
も
に
を
る
は
い
か
に
善よ
く

い
か
に
樂た
の
しき

か
な
」、
仲
睦
ま
じ
い
善
良
な
兄

弟
の
麦
畑
に
神
殿
は
建
立
さ
れ
た
。

以
上
、
思
考
実
験
と
し
て
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
の
判
断
を
支
持
す
る
よ
う
な
『
詩
篇
』

一
三
三
番
の
講
釈
を
試
作
し
終
え
た
。
こ
れ
を
実
際
の
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
建
立
説
話
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と
比
較
し
よ
う
。

確
か
に
、
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
も
コ
ス
タ
も
、
兄
弟
の
親
睦
を
神
殿
建
立
の
縁
と
し

て
賛
美
す
る
。
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
伝
え
る
説
話
は
、
典
拠
の
詞
章
を
非
現
実
の
心

象
風
景
と
解
釈
し
た
た
め
か
、
全
体
を
神
殿
建
立
地
の
選
定
に
悩
む
ソ
ロ
モ
ン
王
の

夢
と
し
て
語
り
起
こ
す
の
で
、
二
人
の
兄
弟
は
脇
役
に
回
る
。
コ
ス
タ
の
童
話
は
（
た

ま
た
ま
ラ
マ
ル
チ
ー
ヌ
と
同
じ
く
）、
二
人
兄
弟
を
主
役
に
据
え
、
神
殿
建
立
は
「
イ

ス
ラ
エ
ル
人
」
に
よ
り
果
さ
れ
た
と
語
り
終
え
る
の
で
、
遂
に
ソ
ロ
モ
ン
王
は
登
場

し
な
い
が
、
経
典
の
記
す
正
史
を
学
ぶ
以
前
の
児
童
を
相
手
に
（
た
ま
た
ま
ア
ウ
エ
ル

バ
ッ
ハ
の
母
と
同
じ
く
）
ひ
と
ま
ず
兄
弟
愛
の
精
神
を
説
く
分
に
は
差
し
支
え
な
い
。

た
だ
、
こ
れ
を
『
詩
篇
』
一
三
三
番
の
講
釈
に
基
づ
く
説
話
と
認
め
る
に
は
、
や

は
り
少
々
困
難
が
伴
う
。

ま
ず
、
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
（
の
母
エ
ー
デ
ル
に
「
ユ
ダ
尊
師
様
」
の
伝
え
た
）
話

だ
が
、
も
し
も
心
象
詩
を
物
語
の
形
式
に
変
換
す
る
な
ら
ば
、
全
て
を
詩
の
作
者
ダ

ビ
デ
本
人
の
夢
と
す
れ
ば
よ
い
も
の
を
、
何
故
わ
ざ
わ
ざ
詩
人
の
息
子
ソ
ロ
モ
ン
の

夢
と
し
た
か
。

ま
た
、
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
（
あ
る
い
は
某
ユ
ダ
尊
師
）
に
し
ろ
コ
ス
タ
に
し
ろ
、

も
し
も
経
典
の
正
史
と
併
せ
て
詩
の
本
義
を
解
説
し
た
け
れ
ば
、
曖
昧
な
「
は
ら
か

ら
」
の
正
体
を
、
実
は
都
住
ま
い
の
高
名
な
祭
司
か
貴
人
の
一
家
と
す
る
逸
話
を
作

る
の
が
得
策
と
思
う
が
、
な
ぜ
特
に
親
譲
り
の
麦
畑
を
耕
す
無
名
の
庶
民
二
人
兄
弟

と
し
た
か
。

い
ず
れ
も
児
童
対
象
の
小
噺
で
あ
る
こ
と
は
理
由
に
な
ら
な
い
。
好
奇
心
旺
盛
な

子
供
の
質
問
攻
撃
に
覚
悟
し
て
備
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
厄
介
な
問
題
に
、
お

そ
ら
く
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
薄
々
気
づ
い
て
い
た
ら
し
い
。「
こ
の
説
話
は
『
詩
篇
』
一

三
三
・
一
の
講
釈
に
基
づ
く
」
と
限
定
す
れ
ば
、
詞
書
と
詩
の
齟
齬
も
、
詩
と
正
史

の
矛
盾
も
、
ま
た
経
典
と
説
話
の
相
違
も
、
考
慮
せ
ず
に
済
む
。
し
か
し
、
詩
の
冒

頭
句
の
み
を
取
り
上
げ
て
拡
大
解
釈
す
る
如
き
態
度
は
、
少
な
く
と
も
ギ
ン
ズ
バ
ー

グ
自
身
の
前
提
す
る
ら
し
い
ユ
ダ
ヤ
経
典
講
釈
の
常
道
に
反
す
る
。

シ
ャ
イ
バ
ー
以
降
の
研
究
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
の
看
過
し

た
ラ
マ
ル
チ
ー
ヌ
の
証
言
に
基
づ
き
、
中
東
ア
ラ
ブ
民
間
起
源
説
を
主
流
と
す
る
の

で
、
お
お
よ
そ
問
題
の
存
在
自
体
を
認
識
し
な
い
。
元
来
「
ア
ラ
ブ
人
の
作
り
話
か

言
い
伝
え
」
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
ユ
ダ
ヤ
文
学
史
の
埒
外
に
置
く
こ
と
も
正
当
化
し

や
す
い
。
し
か
し
、
ア
ラ
ブ
文
化
と
ユ
ダ
ヤ
文
化
の
交
流
は
（
衝
突
も
含
め
て
）
予

想
以
上
に
長
く
深
い
。
実
際
、
シ
ャ
イ
バ
ー
自
身
は
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
の
不
備
を
指

摘
し
、
あ
く
ま
で
代
案
と
し
て
慎
重
に
中
東
ア
ラ
ブ
民
間
起
源
説
を
提
示
す
る
に
と

ど
め
た
。
そ
の
後
の
研
究
は
更
に
進
み
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
俗
学
者
ハ
イ
ム
・
シ
ュ

ヴ
ァ
ル
ツ
バ
ウ
ム
（
一
九
一
一

－

一
九
八
三
）
等
は
、
シ
ャ
イ
バ
ー
の
看
過
し
た
八

世
紀
ペ
ル
シ
ャ
の
文
人
イ
ブ
ヌ
・
ル
・
ム
カ
ッ
フ
ァ
イ
に
よ
る
ア
ラ
ブ
説
話
集
『
カ

リ
ー
ラ
と
デ
ィ
ム
ナ
』（
の
十
三
世
紀
ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳
！
）、
お
よ
び
二
世
紀
イ
ン
ド

の
説
話
集
『
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
』
の
中
に
「
源
流
」
を
見
出
す
の
だ
が（

（1
（

、
こ
れ
ら

全
て
の
共
通
点
は
要
す
る
に
「
宝
を
め
ぐ
る
二
者
の
駆
け
引
き
」
で
し
か
な
く
、
こ

こ
ま
で
遡
る
と
な
る
と
、
さ
す
が
に
「
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
建
立
説
話
」
研
究
の
域
を

越
え
て
、
も
は
や
比
較
文
学
の
事
案
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
比
較
文
学
も
有
益
な
視
点
を
提
供
す
る
。「
宝
を
め
ぐ
る
二
者
の
駆
け

引
き
」
は
、
確
か
に
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
建
立
説
話
の
基
本
構
造
で
、
こ
の
手
の
話
は

古
今
東
西
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
創
作
に
し
ろ
伝
説
に
し
ろ
、
ラ

マ
ル
チ
ー
ヌ
の
言
う
ほ
ど
「
昔
気
質
の
気
取
ら
な
い
人
情
の
美
徳
」
と
は
思
え
な
い（

（1
（

。

美
徳
か
悪
徳
か
は
さ
て
お
き
、
少
な
く
と
も
昔
な
が
ら
の
気
取
ら
な
い
人
情
と
し
て
、

宝
を
め
ぐ
る
二
者
の
駆
け
引
き
は
、
ま
ず
共
有
し
た
富
を
奪
い
合
う
こ
と
に
用
い
ら

れ
、
勝
者
に
よ
る
独
占
に
落
着
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
カ
リ
ー
ラ
と
デ
ィ
ム
ナ
』
に
見
る
例
の
一
。
二
人
の
商
売
仲
間
は
、
売
り
物
の
胡

麻
を
山
分
け
し
て
二
つ
の
甕
に
収
め
る
。
一
人
は
、
夜
中
に
仲
間
の
甕
を
盗
み
出
し
、

共
犯
と
山
分
け
す
る
。
が
、
実
は
甕
を
取
り
違
え
て
い
た
の
で
、
大
損
す
る
。
教
訓
、
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「
思
慮
の
あ
る
人
は
、
他
人
を
犠
牲
に
し
て
自
分
の
利
益
を
追
求
し
て
は
な
ら
な
い
」

「
も
の
ご
と
を
追
求
す
る
と
き
到
達
で
き
る
限
度
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

同
じ
く
、
例
の
二
。
商
売
仲
間
の
サ
ギ
シ
と
ト
ン
マ
は
、
大
金
を
拾
う
。
ト
ン
マ

は
山
分
け
を
提
案
す
る
が
、
サ
ギ
シ
は
共
有
を
主
張
す
る
。
ト
ン
マ
は
納
得
し
、
二

人
で
金
を
某
所
に
隠
す
。
後
日
、
サ
ギ
シ
は
密
か
に
金
を
盗
み
出
す
。
ト
ン
マ
は
相

棒
の
悪
事
に
気
付
い
て
、
サ
ギ
シ
を
裁
判
所
に
訴
え
る
。
サ
ギ
シ
は
父
親
と
共
謀
し

て
、
ト
ン
マ
に
罪
を
着
せ
る
。
し
か
し
裁
判
官
は
、
サ
ギ
シ
親
子
の
工
作
を
見
抜
い

て
、
処
罰
す
る
。
そ
し
て
ト
ン
マ
は
大
金
を
独
占
す
る
。
教
訓
、「
た
と
い
身
内
の
者

で
も
悪
辣
な
者
を
遠
ざ
け
よ
」「
良
識
と
高
雅
な
精
神
を
も
つ
人
を
友
と
し
、
慇
懃
な

態
度
で
彼
ら
に
接
し
、
離
れ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
よ
」
云
々
。

右
の
二
話
と
、
ラ
マ
ル
チ
ー
ヌ
の
誌
す
「
ア
ラ
ブ
人
の
作
り
話
か
言
い
伝
え
」
は
、

物
の
見
事
に
真
逆
で
あ
る
。
兄
弟
は
、
親
譲
り
の
麦
畑
を
共
有
す
る
。
二
人
は
収
穫

を
山
分
け
す
る
が
、
お
互
い
納
得
し
な
い
。
そ
こ
で
夜
隠
に
乗
じ
て
、
密
か
に
自
分

の
分
け
前
を
持
ち
出
し
相
手
に
譲
る
。
連
日
、
二
人
は
互
い
の
善
意
に
気
付
か
ぬ
ま

ま
、
譲
り
合
い
を
続
け
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
人
そ
ろ
っ
て
少
々
頓
馬
な
兄
弟
の
行

為
は
、
広
く
世
間
に
賞
賛
さ
れ
る
。
そ
し
て
神
殿
建
立
の
縁
と
な
る
。
教
訓
、「
単
純
、

素
朴
、
自
然
な
発
想
に
よ
り
神
に
一
所
を
献
げ
れ
ば
大
地
に
徳
は
芽
生
え
る
の
だ
」。

こ
の
訓
示
は
、
あ
く
ま
で
説
話
の
記
者
ラ
マ
ル
チ
ー
ヌ
の
評
言
に
す
ぎ
ず
、
当
て

に
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
話
は
逆
で
、「
徳
の
芽
生
え
た
大
地
の
一
所
を
神
に
献
げ

た
」
の
だ
し
、
そ
の
大
地
に
芽
生
え
た
「
徳
」
に
し
て
も
、
要
は
、
あ
く
ま
で
身
内

間
の
、
常
識
を
逸
し
た
、
謙
譲
精
神
で
あ
る
。
不
自
然
な
ほ
ど
洗
練
さ
れ
た
複
雑
な

発
想
の
美
談
と
言
う
べ
き
か
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
バ
ウ
ム
ら
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
イ

ン
ド
発
祥
ペ
ル
シ
ャ
系
ア
ラ
ブ
説
話
と
の
類
似
は
疑
い
得
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
形

態
を
借
用
し
な
が
ら
登
場
人
物
の
機
能
を
一
々
反
転
し
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
こ

れ
は
相
当
に
高
度
な
文
学
技
巧
と
批
評
精
神
の
産
物
と
思
わ
れ
る
。
話
の
造
り
と
し

て
は
、
む
し
ろ
Ｏ
・
ヘ
ン
リ
ー
の
名
短
篇
『
賢
者
の
贈
り
物
』
に
近
い
（
初
出

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
サ
ン
デ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
』
紙
、
一
九
〇
五
年
一
二
月
十
日
号（

（1
（

）。

比
較
文
学
上
、
ヤ
ン
グ
夫
妻
を
二
人
兄
弟
の
同
類
と
す
る
な
ら
ば
、
胡
麻
売
り
も
サ

ギ
シ
と
ト
ン
マ
も
厳
密
に
は
「
偽
友
」
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

な
お
、
ラ
マ
ル
チ
ー
ヌ
に
言
わ
せ
る
と
、「
昔
気
質
の
気
取
ら
な
い
人
情
の
美
徳
」

と
は
即
ち
「
聖
書
の
気
風
」
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
当
た
ら
ず
と
い
え
ど
も
遠

か
ら
ず
。
美
徳
か
悪
徳
か
は
さ
て
お
き
、
宝
を
め
ぐ
る
二
者
の
駆
け
引
き
を
、
確
か

に
聖
書
も
好
ん
で
語
る
。
こ
の
二
者
は
、
必
ず
身
内
、
特
に
兄
弟
で
あ
る
。
そ
し
て

家
宝
を
奪
い
合
い
、
勝
者
に
よ
る
独
占
か
、
両
者
の
和
解
（
も
し
く
は
一
方
の
妥
協
）

に
よ
る
分
配
か
（
均
等
と
は
か
ぎ
ら
な
い
が
）、
両
者
の
破
産
に
よ
る
家
族
崩
壊
に
落

着
す
る
。『
創
世
記
』
に
名
高
い
人
祖
ア
ダ
ム
の
二
子
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
以
下
、
聖
書

の
説
話
に
登
場
す
る
兄
弟
の
仲
は
、
大
概
、
険
悪
か
不
穏
で
あ
る
の
で
、
逐
一
紹
介

す
る
余
裕
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
の
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
建
立
説
話
に
最
も

深
く
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
例
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ダ
ビ
デ
王
家
の
一
族
で

あ
る
。

ま
ず
前
提
と
し
て
、
旧
約
聖
書
の
『
歴
代
志
略
』（
上
、
二
一

－

二
二
章
）
に
よ
れ

ば
、
確
か
に
ソ
ロ
モ
ン
王
は
麦
畑
に
大
神
殿
を
建
立
し
た
。
が
、
畑
の
持
ち
主
は
、

無
名
の
兄
弟
で
は
な
い
、「
ヱ
ブ
ス
人
オ
ル
ナ
ン
」
一
家
で
あ
る
。
そ
の
畑
を
、
先
君

ダ
ビ
デ
は
既
に
贖
い
、
神
を
祀
る
祭
壇
を
築
い
て
い
た
。
由
来
は
一
庶
民
の
功
徳
と

関
わ
り
な
い
。
ダ
ビ
デ
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
統
一
し
エ
ル
サ
レ
ム
に
都
を
定
め
た
の

ち
慢
心
し
、
そ
れ
が
因
で
国
中
に
疫
病
が
蔓
延
し
た
た
め
、
託
宣
に
よ
り
オ
ル
ナ
ン

の
麦
打
場
に
神
を
祀
る
こ
と
で
祟
り
を
鎮
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ダ
ビ
デ
の
遺
命
に

従
い
、
当
地
に
ソ
ロ
モ
ン
は
神
殿
を
建
立
し
た
。
そ
も
そ
も
神
殿
建
立
は
エ
ル
サ
レ

ム
定
都
以
来
ダ
ビ
デ
の
宿
願
で
あ
っ
た
が
、
武
人
と
し
て
既
に
流
血
の
禁
忌
を
犯
し

た
ゆ
え
に
叶
わ
ず
、
図
面
と
資
材
を
最
愛
の
王
子
ソ
ロ
モ
ン
に
託
し
て
逝
っ
た
と
い

う
。
当
然
、
ソ
ロ
モ
ン
は
神
殿
建
立
地
の
選
定
に
悩
む
ま
で
も
な
い
。
件
の
説
話
と

比
べ
て
、
結
末
こ
そ
は
同
じ
だ
が
、
状
況
設
定
は
一
々
正
反
対
で
あ
る
。
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『
歴
代
志
略
』
は
宇
宙
開
闢
か
ら
ペ
ル
シ
ャ
帝
国
勃
興
ま
で
を
網
羅
す
る
世
界
史
で

あ
る
の
で
、
記
述
の
範
囲
は
先
程
す
で
に
見
た
イ
ス
ラ
エ
ル
正
史
『
サ
ム
エ
ル
記
』

（
厳
密
に
は
王
朝
前
史
）『
列
王
記
』（
厳
密
に
は
南
北
朝
史
、
後
述
）
と
共
通
す
る

が
、
所
々
相
違
す
る
。

共
通
点
は
、
第
一
に
「
ソ
ロ
モ
ン
の
夢
見
」
で
あ
る
。
ダ
ビ
デ
の
没
後
、
神
は
ソ

ロ
モ
ン
の
夢
に
顕
れ
、
福
を
施
す
。
何
が
欲
し
い
か
と
神
に
問
わ
れ
た
ソ
ロ
モ
ン
は
、

国
を
治
め
る
分
別
を
授
か
り
た
い
と
答
え
た
。
こ
の
答
え
を
神
は
大
い
に
褒
め
、
ソ

ロ
モ
ン
に
分
別
の
み
な
ら
ず
富
貴
を
授
け
た
。
ゆ
え
に
イ
ス
ラ
エ
ル
全
国
は
富
み
栄

え
た
と
い
う
（『
列
王
記
』
上
、
三

－

四
章
。『
歴
代
志
略
』
下
、
一
章
）。

共
通
点
の
第
二
は
、
ソ
ロ
モ
ン
の
「
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
建
立
」
で
あ
る
（『
列
王

記
』
上
、
五

－

八
章
。『
歴
代
志
略
』
下
、
二

－

七
章
）。
ソ
ロ
モ
ン
王
の
事
績
は
、

『
列
王
記
』（
上
下
、
全
四
七
章
の
う
ち
）
上
の
一

－

一
一
章
、『
歴
代
志
略
』（
上
下
、

全
六
五
章
の
う
ち
）
下
の
一

－

九
章
に
記
載
さ
れ
、
そ
の
う
ち
神
殿
建
立
に
関
す
る

記
述
は
三
分
の
二
ほ
ど
を
占
め
る
。
著
者
た
ち
の
意
図
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
建
立

を
名
君
ソ
ロ
モ
ン
の
偉
業
と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
史
の
頂
点
、
ま
た
世
界
史
の

中
点
に
置
く
こ
と
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
は
統
合
の
終
点
で
あ

る
と
同
時
に
分
裂
の
起
点
で
も
あ
る
。
王
国
は
南
北
朝
に
分
裂
し
た
。
そ
の
原
因
に

つ
い
て
、『
列
王
記
』
と
『
歴
代
志
』
の
説
明
は
再
び
共
通
す
る
。
ソ
ロ
モ
ン
は
王
家

の
繁
栄
を
全
国
の
租
税
に
よ
り
維
持
し
た
が
、
首
都
エ
ル
サ
レ
ム
以
北
の
諸
州
は
重

税
に
耐
え
ず
、
ソ
ロ
モ
ン
の
没
後
に
離
反
し
た
の
だ
と
い
う
（『
列
王
記
』
上
、
一
二

章
。『
歴
代
志
略
』
下
、
一
〇
章
）。

相
違
点
の
第
一
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ソ
ロ
モ
ン
の
裁
き
」
で
あ
る
。
一
つ
家
に
同
居

す
る
二
人
の
娼
婦
が
同
時
期
に
出
産
し
た
。
夜
中
に
二
人
の
う
ち
何
れ
か
が
不
注
意

で
赤
子
を
死
な
せ
た
。
そ
れ
で
寝
て
い
る
隙
に
私
の
子
と
取
り
替
え
た
に
違
い
な
い
、

返
し
て
ほ
し
い
、
と
、
双
方
が
、
ソ
ロ
モ
ン
に
直
訴
し
た
。
ソ
ロ
モ
ン
は
言
う
、「
劔
か
た
な

を
我わ
れ

に
持も
ち

來き
た

れ
」「
活い
け

る
子こ

を
二ふ
た
つに

分わ
か
ちて

其そ
の
な
か
ば半を

此こ
れ

に
半な
か
ばを

彼か
れ

に
與あ
た

へ
よ
」。
こ
こ
で
、

子
を
諦
め
て
相
手
に
譲
る
と
申
し
出
た
女
は
真
の
母
親
と
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
有
名

な
話
を（

（1
（

、『
列
王
記
』（
上
、
二
三

－

二
八
）
は
「
ソ
ロ
モ
ン
の
夢
見
」
と
「
エ
ル
サ

レ
ム
神
殿
建
立
」
の
間
に
挟
む
が
、『
歴
代
志
』
は
記
載
し
な
い
。

相
違
点
の
第
二
は
、
先
に
共
通
点
と
し
て
述
べ
た
「
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
建
立
」
の

計
画
に
つ
い
て
。『
サ
ム
エ
ル
記
』（
下
、
七
・
五

－

一
六
）
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
ダ

ビ
デ
は
神
殿
建
立
を
断
念
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
流
血
の
禁
忌
に
関
わ
ら
ず
、
も

と
も
と
遍
歴
を
好
む
神
の
性
に
合
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
『
列
王
記
』（
上
、

二
章
、
六

－

八
章
）
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
ソ
ロ
モ
ン
は
父
ダ
ビ
デ
の
遺
命
を
果
し
た

後
、
神
殿
を
建
立
し
た
。
が
、
ダ
ビ
デ
の
遺
言
に
神
殿
建
立
の
条
は
な
く
、
た
だ
綱

紀
粛
清
の
徹
底
を
命
ず
る
の
み
で
あ
る
の
で
、
神
殿
の
位
置
は
確
定
し
な
い
。
こ
の

地
点
を
、『
歴
代
志
』
は
「
ヱ
ル
サ
レ
ム
の
モ
リ
ア
山や
ま

」「
ヱ
ブ
ス
人び
と

オ
ル
ナ
ン
の
打う
ち

場ば

の
中な
か

に
ダ
ビ
デ
が
備そ
な

へ
し
處と
こ
ろ」
に
特
定
す
る（

（1
（

。

つ
ま
り
、
神
殿
建
立
に
関
し
て
、『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』
を
通
読
す
る
か
ぎ

り
、
ダ
ビ
デ
の
理
想
を
ソ
ロ
モ
ン
が
実
現
す
る
脈
絡
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

の
で
、
全
て
は
ソ
ロ
モ
ン
の
新
規
事
業
で
あ
る
か
に
見
え
る
。
が
、『
歴
代
志
略
』
に

よ
れ
ば
、
明
ら
か
に
ソ
ロ
モ
ン
は
ダ
ビ
デ
の
構
想
を
忠
実
に
再
現
し
た
の
で
、
全
て

は
事
業
承
継
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
神
殿
建
立
に
至
る
ソ
ロ
モ
ン
の
半
生
を
顧
み
る
。
母
バ
テ
シ
バ
は
、『
サ

ム
エ
ル
記
』（
下
、
一
一

－

一
九
章
）
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
ダ
ビ
デ
麾
下
の
武
将
ウ

リ
ヤ
の
妻
で
あ
る
。
ダ
ビ
デ
王
は
ウ
リ
ヤ
を
謀
殺
し
、
強
引
に
バ
テ
シ
バ
を
妃
と
し

た（
（1
（

。
バ
テ
シ
バ
の
第
一
子
は
生
後
ま
も
な
く
命
名
以
前
に
死
亡
。
次
い
で
生
ま
れ
た

第
二
子
が
、
ソ
ロ
モ
ン
で
あ
る
。

ダ
ビ
デ
は
、
少
な
く
と
も
七
人
の
妃
と
十
五
男
一
女
を
も
う
け
た
。
第
一
妃
と
の

間
に
子
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
王
の
後
継
と
し
て
は
、
第
二
妃
の
長
男
ア
ム
ノ
ン
が

最
有
力
候
補
で
あ
る
。
が
、
ア
ム
ノ
ン
は
第
三
妃
の
女
子
タ
マ
ル
を
犯
し
、
タ
マ
ル

の
兄
す
な
わ
ち
第
三
妃
の
長
男
ア
ブ
サ
ロ
ム
に
殺
さ
れ
、
ア
ブ
サ
ロ
ム
は
蟄
居
中
に
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謀
反
を
起
し
て
父
の
率
い
る
軍
に
討
た
れ
た
。
こ
の
凶
事
は
、
ウ
リ
ヤ
謀
殺
と
バ
テ

シ
バ
強
奪
の
祟
り
で
あ
る
と
い
う
。

残
る
第
四
妃
の
長
男
ア
ド
ニ
ヤ
と
、
第
七
妃
す
な
わ
ち
バ
テ
シ
バ
の
子
ソ
ロ
モ
ン

は
、『
列
王
記
』（
上
、
一

－

二
章
）
に
よ
れ
ば
、
ダ
ビ
デ
の
最
晩
年
に
王
位
を
争
う（

（1
（

。

ダ
ビ
デ
は
、
バ
テ
シ
バ
の
懇
願
に
よ
り
長
幼
の
序
を
曲
げ
、
臨
終
の
床
で
ソ
ロ
モ
ン

を
後
継
に
指
名
す
る
。

新
王
ソ
ロ
モ
ン
は
、
即
位
早
々
ア
ド
ニ
ヤ
に
隠
居
を
命
じ
た
。
ア
ド
ニ
ヤ
は
、
せ

め
て
ダ
ビ
デ
の
側
室
を
妻
に
賜
り
た
い
と
、
バ
テ
シ
バ
に
哀
訴
す
る
。
許
し
を
求
め

た
母
に
ソ
ロ
モ
ン
は
言
う
、「
彼か
れ

の
た
め
に
國く
に

を
も
求も
と

め
ら
れ
よ　

彼か
れ

は
我わ
れ

の
兄あ
に

な
れ

ば
な
り
」。
そ
し
て
、
ア
ド
ニ
ヤ
を
謀
反
の
廉
で
処
刑
し
た
。
ま
た
、
父
ダ
ビ
デ
の
遺

命
に
従
い
、
ア
ド
ニ
ヤ
擁
立
派
を
含
む
旧
臣
を
一
斉
に
処
刑
し
た
。「
し
か
し
て
國く
に

は

ソ
ロ
モ
ン
の
手て

に
固か
た

く
立た

て
り
」。

こ
の
後
ソ
ロ
モ
ン
は
、
遂
に
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
建
立
を
発
起
す
る
に
至
る
。
以
上

『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』
に
伝
わ
る
ソ
ロ
モ
ン
の
生
い
立
ち
を
『
歴
代
志
略
』
は

全
く
記
載
し
な
い
。
本
来
こ
れ
を
第
一
の
相
違
点
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
で
あ
っ
た
か
。

と
も
か
く
整
理
す
る
。

『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』
と
『
歴
代
志
略
』
の
共
通
点
は
、「
ソ
ロ
モ
ン
の
夢

見
」「
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
建
立
」
で
あ
る
。

相
違
点
の
数
々
を
見
る
と
、
互
い
の
関
係
は
論
理
上
、
真
に
対
す
る
偽
で
は
な
い
。

陳
述
に
対
す
る
黙
秘
で
あ
る
。『
歴
代
志
略
』
は
、『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』
の
陳

述
し
な
い
情
報
を
開
示
す
る
一
方
で
、『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』
の
開
示
す
る
情

報
を
敢
え
て
陳
述
し
な
い
。『
歴
代
志
略
』
の
黙
秘
す
る
件
は
「
ソ
ロ
モ
ン
の
生
い
立

ち
」
と
「
ソ
ロ
モ
ン
の
裁
き
」
で
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
い
ず
れ
も
要
は
「
宝
を

め
ぐ
る
二
者
の
駆
け
引
き
」
で
あ
る
。

さ
て
、
問
題
の
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
建
立
説
話
に
話
を
戻
す
。

ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
の
言
う
「
こ
の
説
話
」
は
、
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
、
コ
ス
タ
、
ラ
マ

ル
チ
ー
ヌ
、
い
ず
れ
の
伝
に
し
ろ
「
宝
を
め
ぐ
る
二
者
の
駆
け
引
き
」
の
反
転
型
に

他
な
ら
な
い
。
こ
の
話
型
は
、
意
図
的
に
選
択
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
話
の
造

り
自
体
は
至
っ
て
単
純
か
つ
普
通
な
の
で
、
通
時
的
に
、
特
定
の
類
話
を
源
流
と
見

な
す
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
ま
た
、
共
時
的
に
、
類
話
の
全
て
を
収
集
す
る
こ
と
も

不
可
能
で
あ
る
。
な
ら
ば
比
較
対
象
と
し
て
は
、
基
本
構
造
の
み
な
ら
ず
構
成
要
素

の
明
ら
か
に
一
致
す
る
も
の
を
最
優
先
し
て
採
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、「
宝

を
め
ぐ
る
二
者
の
駆
け
引
き
」
と
し
て
、「
エ
ル
サ
レ
ム
」「
神
殿
」「
兄
弟
」「
ソ
ロ

モ
ン
王
」「
麦
畑
」
全
て
の
要
素
を
含
有
す
る
現
存
最
古
最
大
の
伝
承
庫
は
、
明
ら
か

に
旧
約
聖
書
の
『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』『
歴
代
志
略
』
で
あ
る
。
世
界
中
い
た

る
と
こ
ろ
無
数
に
存
在
す
る
類
例
の
う
ち
、
こ
れ
の
み
を
審
査
か
ら
除
外
す
る
正
当

な
理
由
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
依
然
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
説
は
再
考
に
価
す
る
。

「
こ
の
説
話
」
の
典
拠
を
旧
約
聖
書
『
詩
篇
』
一
三
三
番
と
す
る
仮
説
に
は
、
確
か

に
一
理
あ
っ
た
。
さ
ら
に
推
理
を
試
み
る
。
詩
に
よ
れ
ば
「
王
都
に
立
つ
神
殿
に
同

胞
は
和
睦
す
る
で
あ
ろ
う
」、
と
こ
ろ
が
説
話
に
よ
れ
ば
「
兄
弟
の
親
睦
す
る
麦
畑
に

神
殿
は
建
っ
た
」。
話
の
順
序
は
逆
で
あ
る
。
両
者
と
も
、
い
わ
ば
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿

建
立
の
縁
起
図
で
あ
る
に
は
相
違
な
い
。
が
、
説
話
は
詩
の
構
成
を
反
転
し
た
。
こ

の
際
、
反
転
の
中
心
を
「
神
殿
」
と
す
る
。「
王
都
の
同
胞
」
と
「
麦
畑
の
兄
弟
」
は

対
称
の
関
係
に
あ
る
。
こ
の
詩
の
反
転
図
と
し
て
の
説
話
は
、『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列

王
記
』
よ
り
も
、
む
し
ろ
『
歴
代
志
略
』
の
神
殿
建
立
縁
起
図
に
近
似
す
る
。『
歴
代

志
略
』
に
よ
れ
ば
、
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
建
立
は
ダ
ビ
デ
の
遺
命
、
神
殿
の
位
置
は
ダ

ビ
デ
所
縁
の
麦
畑
ど
こ
ろ
か
父
祖
伝
来
の
聖
地
で
あ
る
と
い
う（

（1
（

。
詩
の
設
定
、
説
話

の
構
造
と
一
致
す
る
。
こ
の
情
報
を
、『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』
は
開
示
し
な
い
。

「
こ
の
説
話
」
の
異
伝
、
す
な
わ
ち
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
、
コ
ス
タ
、
の
み
な
ら
ず
ラ

マ
ル
チ
ー
ヌ
に
見
ら
れ
る
変
動
の
値
は
、
実
際
『
歴
代
志
略
』
と
『
サ
ム
エ
ル
記
』

『
列
王
記
』
の
差
異
に
等
し
い
。

さ
き
ほ
ど
『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』『
歴
代
志
略
』
の
ソ
ロ
モ
ン
伝
説
を
四
項
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に
分
け
、
⑴
ソ
ロ
モ
ン
の
生
い
立
ち
、
⑵
ソ
ロ
モ
ン
の
夢
、
⑶
ソ
ロ
モ
ン
の
裁
き
、

⑷
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
建
立
、
と
し
た
。『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』
に
よ
れ
ば
、
⑴

⑵
⑶
⑷
は
連
続
す
る
。
そ
の
⑴
と
⑶
を
『
歴
代
志
略
』
は
切
除
し
、
⑵
と
⑷
を
直
結

す
る
の
で
、
ソ
ロ
モ
ン
の
夢
に
神
の
授
け
た
分
別
は
何
よ
り
も
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
の
建

立
に
発
揮
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
説
明
は
、
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
伝
に
等
し
い
。

『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』
の
ソ
ロ
モ
ン
は
、
⑴
「
宝
を
め
ぐ
る
二
者
の
駆
け
引

き
」
の
連
鎖
を
生
き
抜
い
た
勝
利
者
、
⑶
「
宝
を
め
ぐ
る
二
者
の
駆
け
引
き
」
の
審

判
者
で
あ
る
。
ソ
ロ
モ
ン
の
個
性
と
異
能
を
伝
え
る
要
素
だ
が
、
こ
れ
を
『
歴
代
志

略
』
は
切
除
す
る
の
で
、
本
人
の
印
象
は
甚
だ
薄
く
、
名
君
ダ
ビ
デ
の
「
い
い
子
」

と
し
て
神
殿
建
立
事
業
の
監
督
に
徹
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
は
、
ア
ウ
エ
ル

バ
ッ
ハ
「
母
の
説
話
」
に
等
し
く
、
主
役
と
い
え
ど
も
事
件
の
傍
観
者
、
も
し
く
は

代
名
詞
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
コ
ス
タ
童
話
に
は
用
い
ら
れ
ず
、「
ア
ラ
ブ
人
の
作
り
話

か
言
い
伝
え
」
と
し
て
ラ
マ
ル
チ
ー
ヌ
の
記
録
す
る
説
話
に
も
現
れ
な
い
。
が
、
い

ず
れ
に
し
ろ
「
ソ
ロ
モ
ン
が
御
宮
の
地
所
を
選
ん
だ
次
第
」
で
あ
る
に
は
相
違
な
い

の
で
、
蘆
村
に
よ
る
再
話
で
は
オ
チ
を
さ
ら
う（

（1
（

。

ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
説
を
補
足
訂
正
す
る（

（2
（

。
こ
れ
ら
の
説
話
は
、
異
伝
を
含
め
た
全
体

の
基
本
構
造
を
見
る
か
ぎ
り
、
旧
約
聖
書
『
詩
篇
』
一
三
三
番
の
講
釈
で
、『
歴
代
志

略
』
と
『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』
の
差
異
を
問
題
と
す
る
ら
し
い
。

説
話
の
固
定
要
素
と
変
動
要
素
を
確
認
す
る
。

「
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
は
二
人
兄
弟
の
麦
畑
に
建
立
さ
れ
た
」
と
い
う
。

固
定
要
素
は
「
神
殿
」
と
「
麦
畑
」
で
あ
る
。

変
動
要
素
は
「
二
人
兄
弟
」
で
、
説
話
に
よ
り
主
役
を
「
ソ
ロ
モ
ン
王
」
と
交
替

す
る
。

「
二
人
兄
弟
」
と
「
ソ
ロ
モ
ン
王
」
は
互
換
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

説
話
の
二
人
兄
弟
と
ソ
ロ
モ
ン
王
の
像
は
、『
歴
代
志
略
』
に
お
い
て
相
似
す
る

が
、『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』
に
お
い
て
は
対
称
と
な
る
。

『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』
の
ソ
ロ
モ
ン
は
、「
父
の
跡
目
を
兄
と
争
う
弟
」「
勝

負
の
引
分
け
を
認
め
な
い
判
者
」
と
し
て
「
都
に
富
を
独
占
し
国
家
の
分
断
を
招
く

王
」
で
あ
る
の
で
、
説
話
の
兄
弟
と
は
正
反
対
で
あ
る
。『
歴
代
志
略
』（
上
、
二
九
・

一
）
の
ソ
ロ
モ
ン
は
ダ
ビ
デ
家
中
「
神か
み

の
惟た
ゞ

獨ひ
と
り

選え
ら

び
た
ま
へ
る
者も
の

な
る
が
少わ
か

く
し
て

弱よ
わ

く
」（
と
父
に
評
さ
れ
）、
親
の
遺
産
を
活
用
し
て
、『
詩
篇
』
一
三
三
番
よ
ろ
し
く

理
想
の
神
殿
を
建
立
す
る
。

王
家
と
神
殿
の
理
想
化
は
、『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』『
歴
代
志
略
』
に
通
底
す

る
第
一
主
題
で
あ
る
。
ダ
ビ
デ
王
家
の
「
宝
を
め
ぐ
る
二
者
の
駆
け
引
き
」
で
、
宝

に
染
み
付
い
た
血
の
汚
れ
を
、『
歴
代
志
略
』
は
丹
念
に
拭
い
た
。
そ
れ
に
比
べ
る
と

少
々
あ
く
ど
い
ほ
ど
流
血
を
強
調
す
る
か
に
見
え
る
『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』
も
、

実
は
同
様
の
作
業
を
す
る
。
先
代
の
死
に
次
ぐ
旧
臣
の
粛
清
は
、
王
権
の
更
新
に
必

要
な
儀
礼
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
儀
礼
を
経
て
、
運
命
の
子
ソ
ロ
モ
ン
は
新
生
し
、
宝
を
手

に
す
る
鍵
を
得
た
。
鍵
は
王
冠
で
、
真
の
宝
は
神
殿
で
あ
る
。
宝
の
入
手
、
す
な
わ

ち
神
殿
の
建
立
を
、
新
規
事
業
と
す
る
か
遺
産
相
続
と
す
る
か
、
い
ず
れ
に
し
ろ
宝

そ
の
も
の
に
瑕
は
な
い
。

し
か
し
宝
の
在
処
、
す
な
わ
ち
エ
ル
サ
レ
ム
は
、
天
下
の
霊
場
と
さ
れ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
（「
で
あ
る
か
ら
こ
そ
」
と
言
う
べ
き
か
）
こ
こ
の
縁
起
は
甚
だ
宜
し
く
な

い
。
先
住
民
を
血
祭
り
に
上
げ
て
獲
ら
れ
た
国
の
都
は
、
ソ
ロ
モ
ン
一
代
で
栄
華
を

極
め
た
結
果
、
同
胞
の
不
和
を
招
く
。
こ
の
因
果
は
、『
サ
ム
エ
ル
記
』『
列
王
記
』

『
歴
代
志
略
』
に
通
底
す
る
第
二
主
題
で
あ
る
。
第
一
主
題
と
共
に
、
こ
れ
を
反
転
す

れ
ば
、『
詩
篇
』
一
三
三
番
の
主
題
に
相
似
す
る
。
そ
の
詩
の
構
想
を
、
説
話
は
反
転

し
た
。
固
定
要
素
の
う
ち
「
エ
ル
サ
レ
ム
」
と
「
麦
畑
」
は
対
称
の
関
係
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
知
恵
と
分
別
で
有
名
な
殿
様
が
富
を
独
占
す
る
都
」
と
「
間
抜
け
だ
が

善
良
な
無
名
の
庶
民
が
富
を
共
有
す
る
村
」
で
あ
る
。

エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
建
立
説
話
に
つ
い
て
、
異
伝
の
相
関
は
不
明
。
原
作
者
な
い
し

発
祥
地
付
近
の
伝
承
者
は
ユ
ダ
ヤ
人
か
、
ア
ラ
ブ
人
か
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
か
、
キ
リ
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ス
ト
教
徒
か
、
そ
れ
以
外
の
何
者
か
、
知
ら
な
い
。「
聖
書
の
気
風
」
に
当
て
ら
れ
た

人
な
ら
ば
誰
に
で
も
制
作
で
き
る
。

原
型
も
原
義
も
分
か
ら
な
い
以
上
「
正
し
い
理
解
」
は
存
在
し
な
い
の
で
、
い
か

な
る
教
訓
を
引
き
出
し
て
も
か
ま
わ
な
い
。
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
、
コ
ス
タ
、
蘆
村
ら

と
同
じ
く
、
こ
れ
を
児
童
教
材
と
し
て
「
兄
弟
愛
」
を
説
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

感
想
文
に
は
、
ラ
マ
ル
チ
ー
ヌ
と
同
じ
く
「
単
純
、
素
朴
、
自
然
な
発
想
に
よ
り
神
に

一
所
を
献
げ
れ
ば
大
地
に
徳
は
芽
生
え
る
」
と
書
い
て
も
決
し
て
間
違
い
で
は
な
い
。

た
だ
し
、
説
話
全
体
の
構
成
は
、
下
心
を
見
せ
る（

（2
（

。
す
な
わ
ち
、「
理
想
と
現
実
は

正
反
対
で
あ
る
」。
ま
た
、「
昔
も
今
も
、
こ
ん
な
理
想
は
端
か
ら
あ
っ
た
例
が
な
い
」。

注

（
1
）	 	

飯
郷
友
康
「
ソ
ロ
モ
ン
の
偽
装　

前
篇
・
知
見
」『
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所

年
報
』
第
14
・
15
号
（
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
、
二
〇
一
六
・
八
）
三
六

－

四
二
頁
参
照
。
以
下
、「
前
篇
」
と
略
記
す
る
。

（
2
）	 	

「
前
篇
」
三
六

－

三
七
頁
。

（
3
）	 	

「
前
篇
」
三
九
頁
下
段

－

四
〇
頁
上
段
。

（
4
）	 	

「
前
篇
」
三
八
頁
、
私
訳
。
そ
の
後
た
ま
た
ま
既
訳
を
発
見
し
た
。
小
沢
俊
夫

編
、
小
川
超
訳
『
世
界
の
民
話
18　

イ
ス
ラ
エ
ル
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
六

年
）
二
六

－

二
七
頁
「
ソ
ロ
モ
ン
王
は
ど
の
よ
う
に
宮
を
建
て
た
か
」。
巻
末
の

編
者
解
説
に
よ
れ
ば
、
原
著
は
ヘ
ダ
・
ヤ
ー
ゾ
ン
編
『
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
話
』

（H
eda Jason, ed., M

ärchen aus Israel, D
üsseldorf, K

öln: E
ugen D

ied-

richs Verlag, 1976

）、
全
七
七
話
の
う
ち
六
九
話
を
訳
出
し
た
と
い
う
。
非
常

に
優
れ
た
翻
訳
で
あ
る
が
、
コ
ス
タ
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
原
文
と
は
若
干
異
な
る
。

原
因
は
ヤ
ー
ゾ
ン
の
手
入
れ
か
、
小
川
の
意
訳
か
不
明
。
な
お
、
出
典
と
し
て

コ
ス
タ
の
名
を
挙
げ
て
い
な
い
。

（
5
）	 	

「
前
篇
」
三
九
頁
。

（
6
）	 	

「
前
篇
」
四
〇
頁
、
注
（
7
）
参
照
。

（
7
）	 	

「
前
篇
」
三
八
頁
参
照
。

（
8
）	 	

ユ
ダ
ヤ
経
典
講
釈
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
飯
郷
友
康
「
金
の
子
牛
」『
キ
リ

ス
ト
教
学
』
51
（
立
教
大
学
キ
リ
ス
ト
教
学
会
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）、 「
銅

の
蛇
」『
キ
リ
ス
ト
教
学
』
52
（
立
教
大
学
キ
リ
ス
ト
教
学
会
、
二
〇
一
〇
年
一

二
月
）、「
銀
の
彫
刻
物
」『
キ
リ
ス
ト
教
学
』
54
（
立
教
大
学
キ
リ
ス
ト
教
学

会
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）、「
ヤ
コ
ブ
の
泉
」『
聖
書
学
論
集
』
46
（
日
本
聖
書

学
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）、「
林
の
猪
」『
キ
リ
ス
ト
教
学
』
56
（
立
教

大
学
キ
リ
ス
ト
教
学
会
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
）
参
照
。

（
9
）	 	

ギ
リ
シ
ャ
神
話
学
者
カ
ー
ル
・
ケ
レ
ー
ニ
ー
の
手
法
を
借
り
る
（
高
橋
英
夫

訳
『
ギ
リ
シ
ャ
の
神
話
―
神
々
の
時
代
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
四
年
、「
序

論
」
一
一

－

二
四
頁
、
特
に
一
六

－

一
七
頁
。「
訳
者
あ
と
が
き
」
三
四
一

－

三

四
九
頁
、
特
に
三
四
五

－

三
四
六
頁
参
照
）。

（
10
）	 	

H
eim

 Schw
arzbaum

, Studies in Jew
ish and W

orld Folklore, B
erlin: 

W
alter de G

ruyer &
 C

o., 1968 , pp. 462 -463 . C
f. A

ri Z. Zivotofsky, 
“W

hat is the Truth about  .  .  .  T
he L

egend of Tw
o B

rothers and the 
Tem

ple M
ount,” in Jew

ish A
ction: T

he M
agazine of the O

rthodox U
nion, 

A
ugust 12 , 2013 , https:// w

w
w

.ou.org/ jew
ish_ action/08/2013/ w

hats-

the-truth-about-the-legend-of-tw
o-brothers-and-the-tem

ple-m
ount/

（
11
）	 	

「
前
篇
」
四
〇
頁
。

（
12
）	 	

邦
訳
多
数
。
小
川
高
義
訳
『
賢
者
の
贈
り
も
の　

Ｏ
・
ヘ
ン
リ
ー
傑
作
選
Ⅰ
』

新
潮
文
庫
、
二
〇
一
四
年
、
巻
末
「
訳
者
あ
と
が
き
」
は
有
益
で
あ
る
。

（
13
）	 	
「
偽
の
友 faux-am

i

」
と
は
、
も
と
も
と
言
語
学
の
概
念
で
、
二
言
語
間
の
同

形
異
義
語
句
を
意
味
し
、「
欺
瞞
的
同
根
語 deceptive cognate

」
と
も
言
う

（
丸
山
圭
三
郎
『
言
葉
と
は
何
か
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
、
三
〇

－

三
九
頁
参
照
）。
こ
れ
を
二
説
話
間
の
同
形
異
議
要
素
に
応
用
す
る
こ
と
も
可
能
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で
あ
ろ
う
。

（
14
）	 	
夜
中
に
子
を
奪
い
合
う
二
人
の
娼
婦
は
、
ま
さ
に
『
カ
リ
ー
ラ
と
デ
ィ
ム
ナ
』

の
胡
麻
売
り
仲
間
や
サ
ギ
シ
と
ト
ン
マ
の
同
類
で
あ
る
と
言
え
る
。
な
お
、
類

話
は
中
国
、
日
本
の
文
献
に
も
見
ら
れ
る
。
桂
万
栄
『
棠
陰
比
事
』
よ
り
第
七

話
「
二
人
の
父
親
（
李
崇
還
泰
）」
第
八
話
「
二
人
の
母
親
（
黄
霸
叱
姒
）」（
駒

田
信
二
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
五
年
、
二
一

－

二
四
頁
）、『
大
岡
政
談
小
話
』

よ
り
「
実
母
・
継
母
の
御
詮
議
の
事
」（
辻
達
也
編
『
大
岡
政
談
2
』
平
凡
社
、

一
九
八
四
年
、
三
〇
一

－

三
〇
四
頁
）
な
ど
。『
棠
陰
比
事
』
と
『
大
岡
政
談
』
の

相
関
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
両
者
に
『
列
王
記
』
は
直
接
影
響
し
た
か
。
不
明
。

（
15
）	 	

「
モ
リ
ア
山
」
は
、『
創
世
記
』
二
二
章
の
有
名
な
説
話
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人

の
太
祖
ア
ブ
ラ
ハ
ム
所
縁
の
霊
峰
と
さ
れ
る
。
な
お
、『
サ
ム
エ
ル
記
』（
下
、

二
四
・
一
六
）
は
、
エ
ブ
ス
人
オ
ル
ナ
ン
を
「
ア
ラ
ウ
ナ
」
と
す
る
。
後
述
、

注
（
20
）
参
照
。

（
16
）	 	

新
約
聖
書
『
マ
タ
イ
伝
福
音
書
』
一
・
六
参
照
。

（
17
）	 	

第
五
妃
の
長
子
シ
バ
テ
ヤ
、
第
六
妃
の
長
子
イ
テ
レ
ヤ
ム
の
消
息
は
知
ら
れ

な
い
。

（
18
）	 	

注
（
15
）
参
照
。

（
19
）	 	

「
前
篇
」
四
〇

－

四
一
頁
。

（
20
）	 	

「
前
篇
」
注
（
3
） 参
照
。
こ
こ
で
既
に
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
神
殿
建
立
説
話
と

『
サ
ム
エ
ル
記
』
の
相
違
点
を
正
確
に
指
摘
し
、
エ
ブ
ス
人
「
ア
ラ
ウ
ナ
」
の
地

所
に
関
わ
る
伝
承
を
博
捜
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
不
注
意
か
故
意
か
、「
こ
の
説

話
」
と
『
列
王
記
』『
歴
代
志
略
』
の
相
違
を
全
く
問
わ
な
い
。

（
21
）	 	

崩
御
、
万
歳
（L

e roi est m
ort, vive le roi

）。
Ｊ
・
Ｇ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
、

吉
川
信
訳
『
初
版　

金
枝
篇
』
上
下
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
参
照
。

（
22
）	 	

ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ=

ス
ト
ロ
ー
ス
、
大
橋
保
夫
訳
『
神
話
と
意
味
』
み
す

ず
書
房
、
一
九
九
六
年
、
一

－

二
頁
「
神
話
は
人
間
の
中
に
お
い
て
、
人
間
自

身
が
知
ら
ぬ
ま
に
考
え
出
さ
れ
る
」。
神
話
を
説
話
と
言
い
換
え
て
も
い
い
。

（
い
い
ご
う
と
も
や
す　

立
教
大
学
兼
任
講
師
）


